
中
山
晋
平
の
新
民
謡
（四
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大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
流
行
歌
、
童
謡
、「
須
坂
小
唄
」や
「
東
京
音
頭
」
な
ど
の
新
民
謡
の
ヒ
ッ
ト
曲

を
量
産
し
た
中
山
晋
平
は
、
戦
中
か
ら
戦
後
に
は
古
関
裕
而
や
古
賀
政
男
な
ど
若
手
作
曲
家
の
台
頭
に
押

さ
れ
、
ま
た
、
体
調
を
く
ず
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
新
し
い
作
品
が
少
な
か
っ
た
。
当
時
の
ラ
ジ
オ
番
組「
英
会

話
」の
テ
ー
マ
音
楽
に
、
晋
平
作
曲
の「
証
城
寺
の
狸
囃
」の
軽
快
な
メ
ロ
デ
イ
ー
が
全
国
に
流
れ
て
い
た
。 

昭
和
二
七
年
晋
平
は
、
生
ま
れ
故
郷
に
近
い
信
州
の
山
村
の
村
民
歌
と
民
謡
を
作
っ
た
。 

新
潟
県
妙
高
高
原
町
と
境
を
接
す
る
山
間
の
豪
雪
地
、
下
水
内
郡
柳
原
村(

飯
山
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が
、
公
民
館
発
足

五
周
年
記
念
に
村
歌
と
民
謡
を
作
る
こ
と
と
し
、
歌
詞
を
公
募
し
た
。
同
村
に
疎
開
し
て
い
た
白
秋
門
下
の

詩
人
稲
葉
晃
三(

日
本
民
謡
協
会
会
員
）の
作
品
が
入
選
し
、
作
曲
を
晋
平
に
依
頼
し
た
。
作
曲
の
謝
礼
は

当
時
で
は
異
例
の
三
万
円
で
済
ま
せ
た
と
い
う
。 

同
年
一
一
月
の
文
化
祭
に
村
の
小
学
校
で
開
か
れ
た
村
歌
と
民
謡(
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の
発
表
会
に
、
晋
平
は

ビ
ク
タ
ー
の
歌
手
喜
久
丸
を
伴
っ
て
出
席
し
た
。
そ
の
夜
渋
温
泉
に
泊
り
、
翌
日
帰
京
、
ま
も
な
く
病
に
倒

れ
、
一
二
月
三
〇
日
死
去
す
る
。
六
五
歳
だ
っ
た
。
小
さ
な
山
村
の
村
民
歌
と
民
謡
が
、
晋
平
最
後
の
作
品

と
な
っ
た
。 

当
時
地
元
の
高
校
で
教
師
を
し
て
い
た
作
曲
家
月
岡
弘
一
は
、
こ
の
発
表
会
に
参
加
し
て
、
そ
の
様
子
を

記
し
て
い
る
。
発
表
会
の
前
夜
、
公
民
館
に
集
ま
っ
た
村
の
青
年
た
ち
に
、
晋
平
自
ら
が
振
り
付
け
た
音
頭
の

踊
り
を
指
導
し
た
。
最
初
、
青
年
た
ち
は
歌
に
合
わ
せ
て
踊
る
も
の
の
緊
張
し
て
意
気
が
上
が
ら
な
い
。
そ
こ

で
晋
平
が
自
ら
列
の
先
頭
に
立
ち
、
太
鼓
を
打
ち
三
味
線
を
持
っ
て
踊
る
。
大
声
で
歌
っ
た
り
冗
談
を
言
っ

た
り
し
て
皆
を
笑
わ
せ
て
、
や
が
て
音
頭
が
歌
え
る
和
や
か
な
雰
囲
気
に
な
っ
た
と
い
う
。
月
岡
は
、
晋
平
の

気
ど
ら
な
い
ふ
る
ま
い
と
人
柄
に
、
庶
民
ス
タ
イ
ル
に
徹
し
た「
民
衆
音
楽
家
」
の
姿
を
見
た
、
と
述
懐
し
て
い

る
。 
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